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芥
川
龍
之
介
の
作
品
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
科
書
に
多
く
採
ら
れ

て
い
る
が
、
「
舞
踏
会
」
．
も
昭
和
四
十
二
年
度
使
用
高
等
学
校
教
科
書
の
角
川

書
店
『
奉
癖
現
代
国
語
一
改
定
版
』
（
単
元
・
近
代
の
小
説
一
）
、
秀
英
出

版
「
現
代
国
語
二
改
定
版
』
（
単
元
・
短
編
小
説
）
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

「
舞
踏
会
」
は
、
大
正
九
年
一
月
『
新
潮
」
（
二
八
八
’
二
九
六
頁
）
に
発

表
さ
れ
た
も
の
で
、
後
に
第
五
短
編
小
説
集
「
夜
来
の
花
』
（
新
潮
社
大
叫

３
）
に
収
め
ら
れ
た
。
「
夜
来
の
花
』
に
収
め
ら
れ
る
際
、
部
分
的
（
特
に

結
末
の
数
行
）
に
加
筆
さ
れ
、
『
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
、
現
行
の
全

集
や
教
科
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
異
同
が
あ
る
。
（
こ
の
点
に
つ
い

て
は
後
述
）
。

執
筆
年
月
に
つ
い
て
は
、
『
新
潮
』
掲
載
の
本
文
末
尾
に
（
八
・
十
二
・
）

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
正
八
年
十
二
月
に
成
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
一
体
、
芥
川
の
筆
は
決
し
て
早
い
方
で
は
な
か
っ
た
。
一
つ
の
作

芥

川

龍
之
介
「
舞
踏
会
」

ｌ
鑑
賞
指
導
に
そ
な
え
て
Ｉ
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品
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
題
材
を
変
え
た
り
、
描
写
法
を
変
え
た
り
し
て
、

思
う
よ
う
に
捗
ら
な
い
の
は
常
の
こ
と
で
、
病
気
な
ど
を
理
由
に
約
束
の
締

切
日
を
過
ぎ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
舞
踏
会
」
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
十

二
月
十
四
日
に
な
っ
て
も
他
の
新
年
号
の
原
稿
共
食
出
来
上
ら
ず
、
「
毎
日

催
促
さ
れ
て
は
う
ん
ノ
、
云
っ
て
ゐ
る
始
末
」
（
大
８
．
平
皿
付
岩
野
英

枝
宛
）
で
あ
っ
た
が
、
十
七
日
に
は
「
や
っ
と
今
日
で
新
年
も
の
が
書
き
上

げ
ら
れ
る
筈
だ
」
（
大
８
・
皿
．
Ⅳ
付
沌
井
孝
作
宛
）
と
い
う
見
通
し
が
つ
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
十
八
日
に
は
当
時
『
新
潮
』
の
編
集
者
を
し
て
い
た
水

守
亀
之
助
に
、
「
新
潮
の
原
稿
御
約
束
し
ま
し
た
所
昨
夜
よ
り
急
に
発
熱
し

今
日
猶
床
に
就
い
て
ゐ
ま
す
医
者
日
流
行
性
で
は
な
い
が
風
邪
だ
ら
う
と
、

そ
れ
故
ど
う
も
執
筆
す
る
勇
気
が
起
り
ま
せ
ん
昨
晩
も
半
枚
書
い
て
見
た
所

熱
が
八
度
に
な
っ
た
の
で
止
め
ま
し
た
右
様
の
次
第
に
就
き
寄
稿
の
件
は
不

悪
御
容
赦
下
さ
い
」
と
断
り
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
が
、
芥
川
の
引
延
ば
し

戦
術
を
心
得
て
い
る
水
守
に
は
通
じ
な
か
っ
た
の
か
、
結
局
は
数
日
遅
れ

て
書
き
上
げ
、
辛
う
じ
て
新
年
号
に
間
に
合
っ
た
も
の
ら
し
く
、
一
週
間
後

森
本、

四
￥‐
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に
は
「
私
も
新
年
号
の
小
説
を
書
く
為
風
流
地
獄
の
苦
を
受
け
ま
し
た
が
幸

ど
う
に
か
身
命
を
完
う
し
て
居
り
ま
す
」
（
大
８
・
岨
・
邪
付
龍
村
平
蔵
宛
）

と
い
っ
て
い
る
。
締
切
日
を
過
ぎ
、
切
羽
詰
ま
っ
て
か
ら
一
気
に
書
き
上
げ

る
の
も
芥
川
の
特
技
で
、
「
片
恋
」
（
文
章
世
界
大
６
．
９
）
は
一
日
半
、
中

学
校
の
教
科
書
に
多
く
採
ら
れ
て
い
る
「
ト
ロ
ッ
コ
」
（
大
観
大
皿
・
３
）

注
１
〆

は
一
晩
、
「
死
後
」
（
改
造
大
皿
・
９
）
は
一
日
で
書
き
上
げ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
舞
踏
会
」
が
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
ィ
（
国
①
ｑ
の
冒
冨
本
名
ル

イ
・
マ
リ
・
ジ
ュ
リ
ァ
ソ
・
ヴ
ィ
オ
Ｆ
ｏ
員
の
冒
目
①
］
目
⑦
唇
ぐ
冒
昌
）
の
日
本

紀
行
「
日
本
の
秋
』
（
］
名
。
国
①
号
の
角
豐
８
日
〕
〕
の
）
の
中
の
一
篇
「
江
戸
の

舞
踏
会
」
（
口
昌
團
］
四
》
園
①
且
。
）
を
種
本
に
し
て
い
る
こ
と
は
夙
に
知
ら

れ
て
い
る
。
芥
川
に
は
、
「
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
イ
の
死
」
（
続
野
人
生
計
事
）
と

い
う
文
章
が
あ
り
、
ま
た
「
サ
ア
・
オ
ル
コ
ッ
ク
の
日
本
紀
行
は
、
ロ
テ
ィ

や
キ
プ
リ
ン
グ
の
そ
れ
の
や
う
に
、
芸
術
的
色
彩
に
は
富
ん
で
ゐ
な
い
。
例

へ
ぱ
浅
草
を
描
く
に
し
て
も
、
ロ
テ
イ
の
『
日
本
の
秋
』
の
中
の
浅
草
の
や

う
に
、
目
の
あ
た
り
に
、
黄
ば
ん
だ
銀
杏
だ
の
、
赤
い
伽
藍
だ
の
が
浮
ん
で

来
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
」
（
日
本
の
女
）
、
「
唯
僕
の
ロ
テ
イ
の
本
で
面

白
く
思
っ
た
の
は
あ
の
日
本
人
が
皆
ロ
コ
コ
の
服
装
を
し
て
ゐ
る
事
で
す
。

つ
ま
り
あ
の
舞
踏
会
は
ワ
ト
ウ
の
匂
の
あ
る
日
本
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
」
（
大

皿
・
皿
・
嘔
付
神
崎
清
宛
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
日
本
の
秋
」
就
中
「
江
戸

の
舞
踏
会
」
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
海
軍
大
尉
ジ

ュ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
オ
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
、
練
習
艦
ト
リ
オ

ン
フ
ワ
ン
ト
号
艦
長
と
し
て
来
日
し
、
十
二
月
下
旬
ま
で
滞
在
し
た
。
そ
の

間
の
体
験
を
素
材
に
し
て
成
っ
た
・
の
が
『
日
本
の
秋
』
「
お
菊
さ
ん
」
（
冨
騨
‐

芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」

す

狼

目
冒
の
ｇ
ｑ
の
煙
鼻
息
日
の
）
で
あ
る
。
『
日
本
の
秋
」
は
、
一
八
八
七
年
か
ら

。
〈
リ
の
雑
誌
に
時
折
り
発
表
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
一
八
八
九

年
三
月
カ
ル
マ
ン
・
レ
ヴ
ィ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
『
日
本
の
秋
』
の
邦
訳
と

お
か
め

し
て
は
、
早
く
飯
田
旗
郎
の
『
陸
眼
八
目
』
（
春
陽
堂
明
鴻
・
里
が
あ
り
、

次
い
で
高
瀬
俊
郎
の
『
日
本
印
象
記
』
（
新
潮
社
大
３
．
皿
）
が
あ
る
。
ま

た
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
に
限
れ
ば
、
こ
れ
も
早
く
眼
花
道
人
の
「
江
戸
の

注
２

舞
踏
会
」
（
婦
女
雑
誌
明
溺
・
３
）
が
あ
る
。
芥
川
が
こ
の
作
品
を
書
く
に

あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
も
の
と
し
て
高
瀬
の
「
日
本
の
印
象
記
」
を
あ
げ
る

：
注
３

説
と
、
英
訳
本
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
前
者
の
根
拠

と
し
て
は
、
「
日
本
印
象
記
」
の
巻
頭
に
〈
解
題
〉
と
し
て
、

彼
が
日
本
を
訪
れ
て
こ
の
一
篇
（
原
名
「
日
本
の
秋
』
）
を
書
い
た
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
、
明
治
十
九
年
の
秋
の
末
で
、
彼
は
其
時
短
か
い
口
髭
を
生
や
し
て
軽

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

快
な
海
軍
の
制
服
を
つ
け
た
一
青
年
士
官
で
あ
っ
た
。
（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
芥
川
が
「
舞
踏
会
」
の
冒
頭
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
（
傍
点
筆
者
）

と
書
き
、
更
に
女
主
人
公
明
子
と
ダ
ン
ス
を
す
る
仏
蘭
西
の
海
軍
将
校
を
、

、
、
、
、

頬
の
日
に
焼
け
た
、
眼
鼻
立
ち
の
鮮
な
、
濃
い
口
髭
の
男
で
あ
っ
た
。

（
傍
点
筆
者
）

と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
す
る
も
の
で
、
芥
川
が
高
瀬
訳
の
「
日
本

印
象
記
」
を
読
ん
で
興
を
ひ
か
れ
、
そ
れ
に
題
材
を
得
て
構
想
を
ね
り
、
原

作
通
り
の
時
と
場
所
と
人
物
を
選
び
、
視
点
を
原
作
と
は
逆
に
日
本
人
の
女

性
の
側
に
お
き
、
原
作
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ァ
化
さ
れ
た
女
性
を
美
化
し
、
原
作

の
辛
辣
な
味
わ
い
の
代
り
に
、
杼
情
的
な
色
調
を
も
っ
て
満
た
し
た
と
す
る
。

三
五
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お
か
め

こ
れ
に
対
し
て
、
『
陸
眼
八
目
」
も
『
日
本
印
象
記
』
も
、
．
共
に
「
粉
飾
さ

れ
た
大
づ
か
み
の
訳
文
」
で
、
小
説
の
種
本
と
す
る
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
、

芥
川
の
「
舞
踏
会
」
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
天
長
節
舞
踏
会
に
ロ
テ
ィ
が
出

席
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
は
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
で
し
か
な
か
っ

た
の
に
、
芥
川
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
と
し
て
い
る
こ
と
、
「
ロ
テ

ィ
の
口
髭
」
も
彼
の
肖
像
を
見
れ
ば
当
然
描
き
得
る
も
の
で
あ
る
。
芥
川
は

英
訳
本
に
よ
っ
て
原
作
の
細
部
ま
で
知
悉
し
、
そ
の
微
妙
な
一
一
ユ
ァ
ン
ス
を

注
４

悉
く
読
み
取
っ
た
上
で
構
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
後
者
で
あ
る
。

芥
川
の
外
国
文
学
に
対
す
る
造
詣
は
、
殆
ど
英
訳
本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ロ
テ
ィ
の
場
合
も
英
訳
に
よ
っ
て
読
ん
だ
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
が
、
手
近
か
な
も
の
と
し
て
高
瀬
の
「
日
本
印
象
記
」
に
も
眼
を
通
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
二
者
の
い
ず
れ
を
是
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
「
舞
踏
会
」
の
舞
台
は
明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
に
鹿

鳴
館
で
催
さ
れ
た
天
長
節
舞
踏
会
の
夜
に
と
ら
れ
て
い
る
（
参
考
・
三
島
由

紀
夫
の
「
鹿
鳴
館
」
〈
文
学
界
昭
瓠
・
皿
〉
も
、
当
夜
の
鹿
鳴
館
を
主
舞
台
に
新
時

代
の
政
治
的
抗
争
の
中
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
肉
親
葛
藤
の
人
間
模
様
を
描
き
出
し
て
い

る
）
。
こ
こ
で
当
時
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
こ
う
。
明
治

十
二
年
二
八
七
九
）
九
月
、
寺
島
宗
則
の
後
を
う
け
て
外
務
卿
と
な
っ
た

井
上
馨
は
、
諸
外
国
と
の
条
約
を
改
正
す
る
た
め
に
、
秘
密
裡
に
列
国
公
使

と
の
交
渉
を
す
す
め
、
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
か
ら
東
京
で
列
国
共
同

の
条
約
改
正
会
議
を
開
い
た
。
こ
の
間
、
井
上
ら
の
政
府
高
官
は
、
条
約
改

正
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
諸
外
国
の
外
交
官
に
わ
が
国
の
欧
化
ぶ
り
を

認
め
さ
せ
、
社
交
を
円
滑
に
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
明
治
十
四
年
（
一

『

4

一
二
一
〈

八
八
二
一
月
、
，
東
京
内
幸
町
に
煉
瓦
造
り
二
階
建
の
西
欧
風
社
交
場
の
建

築
に
着
工
し
た
。
そ
し
て
、
二
年
半
の
歳
月
と
十
八
万
円
の
工
費
を
要
し
て

落
成
し
た
の
が
鹿
鳴
館
で
あ
る
。
鹿
鳴
館
が
出
来
て
以
後
、
上
流
社
会
で
は

西
欧
模
倣
の
舞
踏
会
、
慈
善
会
な
ど
が
流
行
し
、
洋
装
が
普
及
し
た
。
中
で

も
ダ
ン
ス
は
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
が
率
先
し
て
習
う
熱
心
さ
で
、
鹿
鳴
館
で

呑

は
外
人
教
師
を
招
い
て
ダ
ン
ス
の
練
習
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

「
鹿
鳴
館
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
欧
化
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
上
流
社
会
で

は
連
日
連
夜
の
よ
う
に
舞
踏
会
が
催
さ
れ
た
。
舞
踏
会
は
、
鹿
鳴
館
だ
け
で

は
な
く
、
総
理
大
臣
官
邸
、
芝
浜
離
宮
内
の
延
遼
館
な
ど
で
も
盛
ん
に
催
さ

れ
た
が
、
そ
の
最
も
盛
大
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
三
日
の
井
上
外
務
大
臣
の
招
宴
に
よ
る

注
５

天
長
節
大
夜
会
で
あ
っ
た
。
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
当
夜
は
皇
族
、
諸
大
臣
、

各
国
公
使
を
は
じ
め
、
朝
野
の
貴
顕
紳
士
お
よ
そ
千
六
七
百
人
が
招
か
れ
、

年
を
増
加
す
る
新
西
洋
下
り
の
紳
士
と
、
ダ
ン
ス
に
身
を
入
れ
洋
装
で
美
を

競
っ
た
女
性
が
、
「
コ
ー
ド
リ
ル
、
ワ
ル
ス
、
ラ
ン
サ
ー
ブ
、
ポ
ル
カ
」
を

踊
り
、
二
十
日
午
前
一
時
に
散
会
し
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
ロ
テ
ィ
が
来
日
し
た
の
は
明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）
で
、
し
た
が
っ
て
彼
が
天
長
節
舞
踏
会
に
出
席
出
来
た
の
は
、
こ

の
年
を
お
い
て
他
に
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
芥
川
は
こ
れ
を
明

治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
芥
川
の

錯
誤
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
ロ
テ
ィ
自
身
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
の

結
末
に
、

勝
唾
灰
テ

光
輝
あ
る
一
八
八
六
年
〔
明
治
十
九
年
〕
冨
耳
勿
出
詳
○
天
皇
の
御
誕

J可

』



生
日
の
御
祝
い
に
、
菊
花
で
飾
ら
れ
、
ロ
グ
・
メ
イ
カ
ン
で
催
さ
れ
た
、

舞
踏
会
の
実
状
を
読
む
こ
と
は
。

と
記
し
て
い
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間

し
か
滞
日
し
な
か
っ
た
ロ
テ
ィ
が
、
自
分
の
出
席
し
た
舞
踏
会
を
な
ぜ
一
八

八
七
年
と
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
に
ロ
テ
ィ
は
、
「
日
本
の

秋
』
の
中
の
一
編
「
観
菊
御
宴
」
で
は
、
観
菊
会
の
招
待
状
の
日
付
を
「
メ

イ
ジ
十
八
年
十
一
月
四
日
」
と
記
し
、
九
日
の
観
菊
会
で
会
っ
た
二
人
の
女

性
に
つ
い
て
、
・
・

そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
優
雅
な
微
笑
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
宮
廷
服
の
た
め

に
見
分
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
外
務
大
臣
夫
人
の
「
イ
ノ
ウ

エ
伯
爵
夫
人
」
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
彼
女
に
は
、
‐
あ
の
燕
醒
舞
踏
会

で
、
彼
女
が
長
い
裳
裾
を
し
た
薄
紫
の
パ
リ
ふ
う
の
衣
裳
を
つ
け
、
し
か

も
、
そ
れ
を
こ
の
う
え
も
な
く
上
品
に
、
気
ら
く
に
着
こ
な
し
て
い
る
の

を
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
が
：
：
：
も
う
一
・
人
の
、
若
い
人
の
ほ
う
に
も
、

わ
た
し
は
前
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
！
’
「
ナ
ゞ
へ
シ
マ
侯
爵
夫
人
だ

！
」
わ
た
し
は
、
彼
女
と
い
ち
ど
光
栄
に
も
ワ
ル
ツ
を
踊
っ
た
と
い
う
記

憶
さ
え
あ
る
。

と
、
つ
い
先
頃
舞
踏
会
で
会
っ
た
ば
か
り
の
女
性
の
記
憶
を
新
た
に
し
て
い

性
６

る
。
こ
の
年
の
錯
誤
に
つ
い
て
三
好
行
雄
は
、
「
登
場
人
物
の
誰
を
も
傷
つ

け
な
い
よ
う
」
に
、
↑
ミ
ョ
ー
ゴ
’
一
チ
嬢
や
カ
ラ
カ
モ
コ
嬢
な
ど
の
匿
名
を
つ

け
た
ロ
テ
ィ
の
そ
れ
と
同
じ
配
慮
に
も
と
づ
く
小
説
的
虚
構
な
の
か
、
或
い

は
ロ
テ
ィ
の
来
日
の
年
次
に
つ
い
て
従
来
の
説
を
改
め
る
べ
き
な
の
か
、
い

ず
れ
に
し
て
も
推
測
の
手
だ
て
は
ま
っ
た
く
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に

芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」

１
寺

画

つ
い
て
は
い
ま
少
し
調
査
を
要
す
る
。

注
１
「
片
恋
」
は
、
九
月
十
日
が
原
稿
締
切
日
で
あ
っ
た
。
大
正
六
年
九
月
十
六

日
付
の
太
田
黒
元
雄
宛
の
書
簡
に
、
「
今
う
ん
／
、
云
っ
て
文
章
世
界
の
原
稿

を
書
い
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
り
、
「
片
恋
」
の
末
尾
に
〔
九
月
十
七
日
稿
〕
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
日
付
の
松
岡
護
宛
の
書
簡
に
、
「
ボ
ク
は

文
章
世
界
で
実
際
脂
を
し
ぼ
ら
れ
た
よ
へ
ん
て
こ
な
も
の
を
書
い
て
責
を
ふ
さ

い
ぢ
や
っ
た
い
く
ら
何
で
も
一
日
半
ぢ
や
除
な
も
の
は
書
け
な
い
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
「
片
恋
」
は
九
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
の
一
日
半
で
執

筆
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
。
「
ト
ロ
ッ
コ
」
は
、
大
正
十
一
年
二
月
十

六
日
の
佐
佐
木
茂
索
宛
の
書
簡
に
、
「
ボ
ク
も
大
芸
先
生
に
か
ぶ
れ
今
夜
一
夜

に
小
説
一
篇
を
作
っ
た
岡
の
為
に
大
観
へ
の
せ
る
つ
も
り
」
と
あ
る
。
も
っ
と

も
、
「
ト
ロ
ッ
己
は
当
時
改
造
社
の
校
正
係
を
し
て
い
た
力
石
平
三
の
原
稿

を
も
と
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
滝
井
孝
作
「
純
潔
」
改
造
昭
妬
・
１
）
。

「
死
後
」
は
、
大
正
十
四
年
九
月
十
七
日
付
の
滝
井
孝
作
宛
の
書
簡
に
、
「
『
死

後
』
は
〆
切
り
前
一
日
で
書
い
た
」
と
あ
る
。

注
２
国
立
国
会
図
聿
肩
館
編
鐡
始
昭
秘
翻
訳
文
学
目
録
』
（
昭
弘
・
９
）
に
よ
る
。

注
３
河
盛
好
蔵
『
ふ
ら
ん
す
手
帖
』
、
安
田
保
雄
『
糯
郵
認
芥
川
龍
之
介
』
（
西
』

東
社
昭
訓
・
５
）
、
「
芥
川
龍
之
介
『
舞
踏
会
』
ｌ
構
成
に
つ
い
て
ｌ
」

（
国
文
学
昭
虹
・
５
）

、
注
４
三
好
行
雄
「
『
舞
踏
会
』
に
つ
い
て
ｌ
芥
川
龍
之
介
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
－

１
」
（
蕊
日
本
革
、
第
倉
關
６
）

注
５
鏑
噸
明
治
編
集
史
編
纂
会
『
識
癖
明
治
編
年
史
』
第
六
巻
（
財
政
経
済
学
会

昭
叩
．
、
）
三
百
五
十
四
頁
東
京
日
日
新
聞
明
四
・
ｎ
．
５
記
事
。

注
６
前
掲
・
三
好
行
雄
弓
舞
踏
会
』
に
つ
い
て
」

、

三
七

▼



さ
て
、
「
舞
踏
会
」
は
、

明
治
十
九
年
十
一
月
三
日
の
夜
で
あ
っ
た
。
当
時
十
七
歳
だ
っ
た
ｌ
‐

家
の
令
嬢
明
子
は
、
頭
の
禿
げ
た
父
親
と
一
し
よ
に
、
今
夜
の
舞
踏
会
が

催
さ
る
。
へ
き
鹿
鳴
館
の
階
段
を
上
っ
て
行
っ
た
。
明
い
瓦
斯
の
光
に
照
ら

さ
れ
た
、
幅
の
広
い
階
段
の
両
側
に
は
、
殆
人
工
に
近
い
大
輪
の
菊
の
花

が
、
三
重
の
簾
を
造
っ
て
ゐ
た
。
菊
は
一
番
奥
の
が
う
す
紅
、
中
程
の
が

ふ
さ

濃
い
黄
色
、
一
番
前
の
が
ま
つ
白
な
花
び
ら
を
流
蘇
の
如
く
乱
し
て
ゐ
る

・
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
吉
き
出
し
で
は
じ
ま
る
。
こ
の
部
分
が
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
の
、

サ
ロ
ン
は
二
階
で
あ
る
。
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
故
国
の
秋
の
花
壇
で

は
思
い
も
よ
ら
ぬ
日
本
の
キ
ク
の
三
重
の
離
、
す
な
わ
ち
白
い
雛
、
黄
色

い
雛
、
う
す
紅
の
雛
で
ふ
ち
ど
ら
れ
た
、
広
い
階
段
を
通
っ
て
そ
こ
へ
上

っ
て
い
‐
て
、
。
．
．

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
明
治
十
九
年

注
１

（
一
八
八
六
）
十
一
月
三
日
の
天
長
節
大
夜
会
の
新
聞
記
事
に
は
、

館
の
周
囲
及
庭
園
に
は
瓦
斯
燈
と
球
燈
と
を
建
て
懸
け
丼
ぺ
た
れ
ば
、し

つ

宛
が
ら
白
昼
の
如
し
、
（
中
略
）
其
の
正
面
の
楼
下
に
は
庭
園
の
様
を
仕

ら
ひ
て
、
菊
の
花
壇
を
設
け
、
五
色
の
花
各
半
ば
笑
み
を
含
み
て
客
を
迎

ふ
、
壇
階
子
の
手
摺
に
も
菊
花
を
飾
り
、
右
側
の
壁
に
沿
ひ
て
一
列
に
同

じ
花
を
植
ゑ
付
け
た
り
、
（
中
略
）
扱
楼
上
の
正
面
な
る
壁
に
は
一
坪
余

も
あ
ら
ん
と
思
し
き
造
り
菊
の
扇
子
を
か
具
げ
、
緑
色
の
扇
面
に
白
菊
の

二

七

4

花
に
て
急
。
ざ
。
ョ
。
（
恭
侍
）
の
一
宇
を
造
り
出
し
た
る
は
、
殊
に
目

醒
ま
し
く
見
え
し
、

し
」
圭
衲
〉
マ
。
Ｏ

「
舞
踏
会
」
の
女
主
人
公
ｌ
家
の
令
嬢
明
子
は
、

初
初
し
い
薔
蔽
色
の
舞
踏
服
、
品
好
く
頸
へ
か
け
た
水
色
の
リ
ボ
ン
、

そ
れ
か
ら
濃
い
髪
に
匂
っ
て
ゐ
る
た
っ
た
一
輪
の
蒋
破
の
花

と
い
う
装
い
で
登
場
す
る
。
こ
れ
も
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
に
、

わ
た
し
の
踊
り
相
手
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
優
し
い
の
は
、
は
で
な
花
模

様
の
あ
る
淡
い
バ
ラ
色
の
服
を
着
た
小
柄
な
人
１
年
は
せ
い
ぜ
い
十
五

歳
ぐ
ら
い
の
ｌ
日
本
の
も
っ
と
も
り
つ
ば
な
一
工
兵
将
校
の
令
嬢
で
あ

る
（
ミ
ョ
ゥ
ゴ
ニ
チ
嬢
か
、
そ
れ
と
も
カ
ラ
ヵ
モ
コ
嬢
だ
っ
た
の
か
、
も
う
わ
た
し

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
）
・

注
２

に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
明
子
に
つ
い
て
三
好
行
雄
は
、
「
舞
踏

会
」
と
同
じ
く
開
化
物
〉
の
「
開
化
の
殺
人
」
（
中
央
公
論
大
７
．
７
）
の

甘
露
寺
明
子
の
ち
の
本
多
子
爵
夫
人
（
Ｈ
夫
人
）
、
「
開
化
の
良
人
」
（
中
外

大
８
．
２
）
に
登
場
す
る
本
多
子
爵
の
夫
人
と
の
関
連
を
み
て
い
る
が
、
筆

、
、
、

者
は
む
し
ろ
こ
の
二
作
品
と
は
別
に
、
「
ミ
ョ
ウ
。
．
｜
一
チ
嬢
Ｉ
明
後
日
嬢
Ｉ

明
子
」
に
ひ
っ
か
か
り
を
感
じ
る
。

明
子
は
夙
に
仏
蘭
西
語
と
舞
踏
と
の
教
育
を
受
け
て
ゐ
た
。
が
、
正
式

の
舞
踏
会
に
臨
む
の
は
、
今
夜
が
ま
だ
生
ま
れ
て
始
め
て
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
彼
女
は
馬
車
の
中
で
も
、
折
を
話
し
か
け
る
父
親
に
、
上
の
空
の
返

事
ば
か
り
与
へ
て
ゐ
た
。
そ
れ
程
彼
女
の
胸
の
中
に
は
、
愉
快
な
る
不
快

と
で
も
形
容
す
べ
き
、
一
種
の
落
着
か
な
い
心
も
ち
が
根
を
張
っ
て
ゐ
た

ｊ
も
勺 三

八

4



9

の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
馬
車
が
鹿
鳴
館
の
前
に
止
る
ま
で
、
何
度
い
ら
立

た
し
い
眼
を
挙
げ
て
、
窓
の
外
に
流
れ
て
行
く
東
京
の
町
の
乏
し
い
燈
火

を
、
見
つ
め
た
事
だ
か
知
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
部
分
も
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
で
シ
バ
シ
（
新
橋
）
停
車
場
か
ら
人

力
車
に
乗
っ
て
鹿
鳴
館
に
向
う
ロ
テ
ィ
の
眼
に
映
じ
た
東
京
の
街
並
み
の
描

写
、

あ
ま
り
明
る
く
な
い
ひ
っ
そ
り
と
し
た
郊
外
の
街
な
か
を
。
わ
た
し
た

ち
の
周
囲
の
眺
め
は
、
も
は
や
停
車
場
の
広
場
と
は
似
て
い
な
い
。
暗
い

夜
の
な
か
を
、
こ
れ
ら
の
街
や
道
す
じ
の
両
側
に
、
い
ま
す
ば
や
く
去
来

す
る
も
の
こ
そ
、
ま
さ
に
真
の
日
本
で
あ
る
。
（
中
略
）
闇
の
な
か
に
ぽ

っ
ん
ぽ
つ
ん
と
、
色
の
つ
い
た
小
さ
な
灯
を
投
げ
て
い
る
へ
ん
な
提
灯
。

を
参
考
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
芥
川
は
、
馬
車
に
乗
っ
て
鹿
鳴
館
の

舞
踏
会
に
向
う
明
子
が
抱
く
、
未
知
の
世
界
へ
の
期
待
と
不
安
の
交
錯
す
る

落
着
か
な
い
気
持
ち
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
正
に
十
七
歳
の
明
子

、
注
３
‐

の
「
人
生
へ
の
出
発
」
に
他
な
ら
な
か
つ
・
た
。
そ
し
て
、
読
者
は
明
子
共
々

、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
窓
の
外
に
流
れ
て
行
く
東
京
の
町
の
乏
し
い
燈
火
」
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ

る
過
去
の
現
実
か
ら
、
華
や
か
な
世
界
へ
と
入
っ
て
い
く
。
鹿
鳴
館
に
着
い

た
明
子
は
、
階
段
を
上
っ
て
二
階
の
舞
踏
室
に
向
う
途
中
、
「
辮
髪
を
垂
れ

た
支
那
の
大
官
」
に
出
会
う
。
こ
れ
も
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
に
、

十
時
、
大
清
国
の
大
使
一
行
の
入
場
。
倭
小
な
日
本
人
の
全
群
衆
の
上

に
頭
を
ぬ
き
出
し
、
朝
け
る
よ
う
な
目
つ
き
を
し
た
、
こ
の
十
二
人
ほ
ど

の
尊
大
な
連
中
。
（
中
略
）
辮
髪
な
ど
を
墨
守
し
て
、
良
い
趣
味
と
威
厳

と
を
表
わ
し
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」

画

と
い
う
記
述
を
参
考
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
当
夜
の
舞
踏
会
の
主
催
者
は
外
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
で

あ
っ
た
。
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
で
は
、

こ
の
段
階
を
上
る
と
、
四
人
の
人
物
ｌ
主
催
者
た
ち
ｌ
が
、
微
笑

を
浮
か
↓
へ
な
が
ら
、
客
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
入
口
で
招
待
客
を
待
ち
う
け
て

い
る
。
白
い
襟
飾
り
を
つ
け
、
い
く
つ
も
の
勲
章
を
つ
け
た
、
大
臣
に
相

違
な
い
一
人
の
紳
士
に
、
わ
た
し
は
さ
ま
で
注
意
を
は
ら
わ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
か
た
わ
ら
に
立
っ
て
い
る
三
人
の
女
性
に
は
、
す
ぐ
好
奇
心
で
目
を

注
い
だ
。
と
く
に
最
初
の
女
性
こ
そ
は
、
明
ら
か
に
あ
の
「
伯
爵
夫
人
」

で
あ
る
に
相
違
な
い
。
つ
い
さ
っ
き
汽
車
の
な
か
で
、
わ
た
し
は
こ
の
夫

、
、
、
、

人
の
身
の
上
話
を
人
公
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
も
と
ゲ
ー
シ
ャ

だ
っ
た
が
、
大
臣
に
出
世
す
る
途
中
の
一
外
交
官
に
見
そ
め
ら
れ
、
落
籍

さ
れ
て
そ
の
妻
に
な
り
、
そ
し
て
い
ま
で
は
、
外
国
公
使
た
ち
の
社
交
界

に
お
い
て
、
エ
ド
の
花
形
た
る
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
舞
踏
会
」
で
も
こ
の
部
分
を
そ
っ
く
り
借
用
し
て
、

二
人
が
階
段
を
上
り
切
る
と
、
二
階
の
舞
踏
室
の
入
口
に
は
、
半
白
の

頬
鬚
を
蓄
へ
た
主
人
役
の
伯
爵
が
、
胸
間
に
幾
つ
か
の
勲
章
を
帯
び
て
、

路
易
十
五
世
式
の
装
ひ
を
凝
ら
し
た
年
上
の
伯
爵
夫
人
と
一
し
よ
に
大
様

に
客
を
迎
へ
て
ゐ
た
。

と
書
か
れ
て
い
る
。

明
子
と
父
親
と
は
、
伯
爵
に
挨
拶
を
交
す
が
、
明
子
は
そ
の
問
に
、

権
高
な
伯
爵
夫
人
の
顔
だ
ち
に
、
一
点
下
品
な
気
が
あ
る
の
に
感
づ
く

だ
け
の
余
裕
が
あ
っ
た
。

三
九
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と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
芥
川
は
、
今
で
は
社
交
界
の
花
形
と
な
っ
て
い
る
井
上
馨
夫
人
が

嘗
て
芸
者
で
あ
っ
た
と
い
う
ロ
テ
ィ
の
記
述
を
見
逃
が
し
て
い
な
い
。

舞
踏
室
に
入
っ
た
明
子
は
、
「
水
色
や
薔
薇
色
の
舞
踏
服
を
着
た
」
「
綺

羅
び
や
か
な
婦
人
た
ち
の
或
一
団
」
に
加
わ
っ
た
。
す
る
と
、
見
知
ら
な
い

仏
間
西
の
海
軍
将
校
が
歩
み
よ
り
、
「
両
腕
を
垂
れ
た
艦
、
町
嘩
に
日
本
風

の
会
釈
」
を
し
て
、
「
異
様
な
ア
ク
サ
ン
を
帯
び
た
日
本
語
」
で
、
「
一
し

よ
に
踊
っ
て
は
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
っ
た
。
ロ
テ
ィ
は
日
本
語
を
話

せ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
に

わ
た
し
の
日
本
語
は
令
嬢
た
ち
を
驚
か
せ
る
。

と
あ
り
、
そ
の
言
葉
も

・
自
分
を
高
尚
に
見
せ
よ
う
と
し
て
、
わ
た
し
は
優
雅
な
語
法
と
デ
。
コ
ザ

リ
マ
ス
と
い
う
敬
語
の
動
詞
変
化
と
を
使
っ
て
み
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
挨
拶
に
つ
い
て
は
、

手
を
膝
に
置
き
、
か
ら
だ
を
二
つ
に
折
り
曲
げ
て
『
日
本
流
の
お
辞
儀

を
交
わ
す
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

明
子
は
、
海
軍
将
校
と
「
美
し
く
青
ダ
’
一
ウ
ブ
」
を
踊
り
、
更
に
ポ
ル
カ

や
マ
ズ
ュ
ル
カ
を
踊
っ
た
後
、
「
白
と
黄
と
う
す
紅
と
三
重
の
菊
の
難
の
間

を
、
階
下
の
広
い
部
屋
へ
下
り
て
行
っ
た
」
。

此
処
に
は
燕
尾
服
や
白
い
肩
が
し
つ
き
り
な
く
去
来
す
る
中
に
、
銀
や

硝
子
の
食
器
類
に
蔽
は
れ
た
幾
つ
か
の
食
卓
が
、
或
は
肉
と
松
露
と
の
山

を
盛
り
上
げ
た
り
、
或
は
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
ア
イ
ス
ク
リ
イ
ム
と
の
塔

,嘩・
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を
聟
て
た
り
、
或
は
又
柘
榴
と
無
花
果
と
の
三
角
塔
を
築
い
た
り
し
て
ゐ

た
。
殊
に
菊
の
花
が
埋
め
残
し
た
、
部
屋
の
一
方
の
壁
上
に
は
、
巧
な
人

工
の
葡
萄
蔓
が
青
左
と
か
ら
み
つ
い
て
ゐ
る
、
美
し
い
金
色
の
格
子
が
あ

っ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
葡
萄
の
葉
の
間
に
は
、
蜂
の
巣
の
や
う
な
葡
萄
の

房
が
、
累
盈
と
紫
に
下
っ
て
ゐ
た
。

こ
の
部
分
は
、
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
の
次
の
部
分
を
そ
っ
く
り
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
て
い
た
「
美
し
く
青
き
ダ
’
一
ユ
ー
ブ
」

の
ワ
ル
ツ
が
終
る
と
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
ワ
ル
ツ
も
踊
ろ
う
と
し
て
、
わ
た

し
は
彼
女
の
手
帳
に
自
分
の
名
ま
え
を
書
く
。
、
（
中
略
）
人
々
は
、
白
い

花
、
黄
色
い
花
、
う
す
紅
の
花
の
美
し
い
三
重
の
雛
で
ふ
ち
ど
ら
れ
た
階

段
を
通
っ
て
、
と
き
ど
き
そ
こ
へ
お
り
て
ゆ
く
。
銀
の
食
器
類
や
備
え
つ

け
の
ナ
フ
キ
ン
な
ど
で
お
お
わ
れ
て
い
る
食
卓
の
上
に
は
、
シ
ョ
ウ
ロ
を

添
え
た
肉
類
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
サ
ケ
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
れ
っ
き
と
し
た
・
く
り
の
舞
踏
会
の

よ
う
に
豊
富
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
一
一
ホ
ン
の
く
だ
も
の
は
、

優
美
な
籠
の
な
か
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
積
み
重
ね
て
あ
り
、
し
か
も
シ
ャ

ン
・
〈
ン
酒
は
最
高
級
の
マ
Ｉ
ク
の
品
で
あ
る
。
こ
の
戸
棚
に
は
、
み
ご
と

な
ブ
ド
ウ
の
実
が
下
が
っ
て
い
る
、
人
工
の
蔓
の
ま
き
つ
い
た
金
色
の
格

子
垣
の
人
形
じ
み
た
葉
む
れ
が
あ
る
、

そ
こ
の
食
卓
の
一
つ
で
明
子
は
海
軍
将
校
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
争
へ
る
。

こ
の
頃
に
は
、
明
子
は
華
や
か
な
舞
踏
会
の
雰
囲
気
に
す
っ
か
り
溶
け
こ
ん

で
い
た
。
そ
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
い
る
間
、
海
軍
将
校
の
眼
が

‘
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「
彼
女
の
手
や
髪
や
水
色
の
リ
ボ
ン
を
掛
け
た
頸
へ
注
が
れ
て
ゐ
る
」
の
に

気
付
く
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
。
「
そ
れ
は
勿
論
彼
女
に
と
っ
て
、
‘
不
快
な
事
で

も
何
で
も
な
か
っ
た
。
が
、
或
刹
那
に
は
女
ら
し
い
疑
ひ
も
閃
か
ず
に
は
ゐ

ら
れ
な
か
っ
た
」
。
そ
こ
で
明
子
は
、
こ
の
疑
い
を
閃
か
せ
る
為
に
「
西
洋

の
女
の
方
は
ほ
ん
と
う
に
御
美
し
う
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
・
」
と
い
う
。
す
る

と
海
軍
将
校
は
思
い
の
外
真
面
目
に
、
「
日
本
の
女
の
方
も
美
し
い
で
す
。

殊
に
あ
な
た
な
ぞ
は
ｌ
い
え
、
御
世
辞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
の
儘
す
ぐ

に
巴
里
の
舞
踏
会
へ
も
出
ら
れ
ま
す
。
さ
う
し
た
ら
皆
が
驚
く
で
せ
う
。
ワ

ッ
ト
オ
の
画
の
中
の
お
姫
様
の
や
う
で
す
か
ら
。
」
と
答
え
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
海
軍
将
校
の
賛
辞
も
、
宮
廷
生
活
に
取
材
し
た
艶
雅
典
麗
な
風
俗
画
、

歴
史
画
を
主
に
描
き
、
十
八
世
紀
の
絵
画
を
ロ
コ
コ
様
式
に
導
い
た
仏
関
西

の
画
家
ワ
ッ
ト
オ
を
知
ら
な
い
明
子
に
は
通
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
江

戸
の
舞
踏
会
」
に
は
、
ワ
ッ
ト
オ
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
こ
鱈
こ
に
ワ
ッ
ト
オ

を
引
合
い
に
出
し
た
の
は
、
前
掲
の
神
崎
清
宛
の
書
簡
に
み
え
る
よ
う
に
、

ロ
テ
ィ
の
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
に
描
か
れ
た
「
ワ
ト
オ
の
匂
の
あ
る
日
本
」

に
芥
川
が
興
味
を
も
ち
、
そ
れ
が
こ
の
作
品
を
執
筆
す
る
一
つ
の
動
機
と
な

っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
一
時
間
の
後
、
明
子
と
海
軍
将
校
は
「
・
レ
エ
ス
の
花
の
波
が
、

十
六
菊
を
染
め
抜
い
た
紫
縮
緬
の
幕
の
下
に
、
休
み
な
い
動
揺
を
続
け
て
」

い
る
舞
踏
室
を
後
に
し
て
、
露
台
に
佇
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
星
月
夜
へ
黙

然
と
眼
を
注
い
で
い
る
海
軍
将
校
に
「
お
国
の
事
を
思
っ
て
い
ら
っ
し
や
る

の
で
せ
う
・
」
と
半
ば
甘
え
る
よ
う
に
尋
ね
て
み
た
。
丁
度
、
そ
の
時
夜
空

に
花
火
が
開
い
た
。

‐
芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」

｝

I桧

こ
の
部
分
も
《
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
の
、

空
中
に
は
、
ミ
カ
ド
の
紋
章
を
つ
け
た
熾
、
白
い
キ
ク
の
ご
紋
を
ち
り

ば
め
た
紫
ち
り
め
ん
が
絶
え
ず
ひ
る
が
え
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
わ
た
し

の
腕
に
も
た
れ
て
い
る
カ
ル
パ
ン
ト
ラ
ス
か
ラ
ン
デ
ル
ノ
ー
の
小
さ
な
田

舎
娘
は
、
デ
。
コ
ザ
リ
マ
ス
を
使
っ
て
、
夜
の
涼
し
い
こ
と
や
明
日
の
お
天

気
模
様
に
つ
い
て
、
す
こ
ぶ
る
鄭
重
な
事
が
ら
を
わ
た
し
に
話
し
か
け
る
。

（
中
略
）
一
方
、
下
で
は
、
庭
の
は
ず
れ
、
噴
水
の
後
ろ
で
、
仕
掛
け
花

火
の
風
変
り
な
最
後
の
打
揚
げ
が
炸
裂
し
、
こ
の
ロ
ク
・
メ
ィ
カ
ン
の
ま

わ
り
に
詰
め
か
け
て
い
た
日
本
人
の
観
衆
を
一
人
残
ら
ず
照
ら
し
出
す
。

と
い
う
記
述
を
参
考
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

蜘
蛛
手
に
闇
を
弾
く
赤
と
青
と
の
花
火
。
そ
れ
は
、
そ
の
夜
の
舞
踏
会
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
期
待
と
不
安
の
交
錯
す
る
気
持
で
は
じ
め
て

出
席
し
た
華
や
か
な
舞
踏
会
、
仏
開
西
海
軍
将
校
に
い
た
わ
ら
れ
な
が
ら
楽

し
く
過
ご
し
た
舞
踏
会
も
、
間
も
な
く
終
り
を
告
げ
、
闇
に
弾
い
た
花
火
の

よ
う
に
、
美
し
く
楽
し
か
っ
た
幻
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
明

子
に
は
何
故
か
そ
の
花
火
が
、
殆
悲
し
い
気
を
起
さ
せ
る
程
そ
れ
程
美
し
く

思
は
れ
た
」
。
そ
の
時
、
海
軍
将
校
は
優
し
く
明
子
の
顔
を
見
下
し
な
が
ら

ヴ
イ

「
私
は
花
火
の
事
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
す
。
我
灸
の
生
の
や
う
な
花
火

の
事
を
。
」

と
、
教
え
る
よ
う
な
調
子
で
彼
女
の
言
葉
に
答
え
た
の
で
あ
る
。
「
舞
踏

会
」
の
〔
一
〕
は
、
こ
の
海
軍
将
校
の
言
葉
で
終
る
。
そ
し
て
、
こ
の
言
葉

に
こ
の
作
品
の
主
題
を
み
る
の
が
大
方
の
説
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
「
江

戸
の
舞
踏
会
」
で
炸
裂
す
る
花
火
と
、
乱
調
子
に
奏
で
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

四
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包
ま
れ
た
「
前
代
未
聞
の
混
乱
」
の
中
で
、

全
世
界
が
、
こ
の
瞬
間
、
縮
小
さ
れ
、
凝
結
さ
れ
、
結
合
さ
れ
、
そ
し

て
ま
っ
た
く
こ
っ
け
い
な
も
の
に
変
わ
っ
た
よ
う
に

感
じ
た
と
記
し
て
い
る
ロ
テ
ィ
の
気
持
に
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
、
〔
一
〕
の
末
尾
の
言
葉
は
、
こ
の
ロ
テ
ィ
の
感
慨
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
で

注
４

は
あ
ろ
う
が
、
吉
田
精
一
や
三
好
行
雄
の
説
く
よ
う
に
、
人
生
の
最
高
の
価

値
を
「
刹
那
の
感
動
」
に
あ
る
と
考
え
、
「
地
獄
変
」
（
大
阪
毎
日
大
７
．

５
）
に
娘
を
焼
く
焔
の
前
に
立
ち
つ
く
す
良
秀
の
「
晄
惚
と
し
た
法
悦
の
輝

き
」
を
描
き
、
「
奉
教
人
の
死
」
（
三
田
文
学
大
７
．
９
）
に
「
な
、
へ
て
人
の

世
の
尊
さ
は
、
何
も
の
に
も
換
へ
難
い
、
刹
那
の
感
動
に
極
る
も
の
ぢ
や
・
」

と
書
き
、
「
或
阿
呆
の
一
生
」
（
改
造
昭
２
．
ｍ
）
に
「
要
じ
い
空
中
の
火

花
だ
け
は
命
と
取
り
換
へ
て
も
つ
か
ま
へ
た
か
つ
た
」
と
思
っ
た
芥
川
の
人

生
観
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
二
〕
は
〔
一
〕
の
舞
踏
会
が
あ
っ
た
三
十
年
後
の
大
正
七
年
秋
、
鎌
倉

へ
向
う
列
車
の
中
に
場
面
が
変
る
。
一
面
識
の
あ
る
青
年
作
家
と
乘
り
合
わ

し
た
明
子
（
Ｈ
夫
人
）
は
、
青
年
が
編
棚
に
置
い
た
菊
の
花
束
を
見
て
、
菊
の

花
を
見
る
度
に
思
い
出
す
話
が
あ
る
と
い
っ
て
〔
一
〕
に
書
か
れ
た
鹿
鳴
館

の
舞
踏
会
の
思
い
出
話
を
聞
か
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
青
年
が
「
奥
様

は
そ
の
仏
間
西
の
海
軍
将
校
の
名
を
御
存
知
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
」
と

尋
ね
る
。
「
す
る
と
Ｈ
老
夫
人
は
思
ひ
が
け
な
い
、
返
事
を
し
た
」
。
以
下
、

結
末
の
Ｈ
夫
人
の
言
葉
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
新
潮
」
初
出
の
際
、

「
存
じ
て
居
り
ま
す
と
も
。
］
目
①
口
ご
冒
且
と
仰
有
る
方
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
あ
な
た
も
御
承
知
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ
う
。
こ
れ
は
あ
の

4

毎

『
御
菊
夫
人
」
を
御
書
き
に
な
っ
た
、
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
イ
と
仰
有
る
方
の

御
本
名
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
。
」

と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
明
子
（
Ｈ
夫
人
）
は
ダ
ン
ス
の
相
手
の
海
軍
将
校

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
オ
が
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
生
の
一
鮪
を
色
ど
っ
た
花
火
に
似
た
華
や
か

な
舞
踏
会
の
夜
の
感
動
を
、
過
去
の
美
し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
抱
く
明
子

（
Ｈ
夫
人
）
に
と
っ
て
、
そ
の
夜
の
相
手
で
あ
っ
た
の
が
ピ
エ
ル
・
ロ
テ
ィ
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
初
出
の
文
章
と
改
作

さ
れ
た
現
行
の
文
章
の
い
ず
れ
が
小
説
と
し
て
の
効
果
を
高
め
て
い
る
か

は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
吉
田
精
一
や

注
５

三
好
行
雄
の
説
い
た
も
の
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
く
わ
し
く
は
ふ
れ
な
い
。

「
舞
踏
会
」
の
よ
う
に
前
半
で
起
こ
っ
た
事
件
を
後
半
で
振
り
返
っ
て
み
る

と
い
う
手
法
は
、
他
に
「
お
富
の
貞
操
」
（
改
造
大
ｎ
．
５
．
９
）
や
「
ト

ロ
ッ
コ
」
な
ど
で
も
と
ら
れ
て
い
る
。
芥
川
の
歴
史
小
説
が
昔
の
再
現
を
目

的
と
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
、
「
舞
踏
会
」
も
明
治
十
九
年
十
一
月
三
日

の
天
長
節
大
夜
会
に
お
け
る
明
子
と
仏
藺
西
海
軍
将
校
と
の
思
い
出
の
再
現

の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
初
た
し
い
小
鳥
の
よ
う
に
可
憐
で
あ

っ
た
少
女
の
頃
の
、
美
し
く
楽
し
く
感
動
に
包
ま
れ
た
一
夜
の
出
来
事
は
、

五
十
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
明
子
と
重
な
り
合
い
、
今
日
の
自
分
を
み

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
過
去
と
現
在
の
交
錯
す
る
中
で
、
芥
川
は
所

詮
む
な
し
い
人
生
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
表
現
の
点
で
二
三
気
付
く
と
こ
ろ
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
、

○
彼
女
は
手
に
し
て
ゐ
た
扇
を
預
っ
て
貰
ふ
ゞ
へ
く
、
隣
に
立
っ
て
ゐ
る
水

L
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一

1

色
の
舞
踏
服
の
令
嬢
を
ふ
り
返
っ
た
。

○
彼
女
は
そ
の
相
手
の
軍
服
の
左
の
肩
に
、
長
い
手
袋
を
嵌
め
た
手
を
預

く
・
へ
く
、
余
り
に
背
が
低
か
っ
た
。

○
明
子
に
は
何
故
か
そ
の
花
火
が
、
殆
悲
し
い
気
を
起
さ
せ
る
程
そ
れ
程

美
し
く
思
は
れ
た
。

な
ど
の
直
訳
体
の
文
章
が
多
く
用
い
ら
れ
、
ア
ク
サ
ン
、
ヴ
ァ
ル
ス
、
メ
ル

シ
イ
の
よ
う
な
仏
間
西
語
の
多
用
と
相
俟
て
、
「
鹿
鳴
館
時
代
」
の
雰
囲
気

を
再
現
す
る
の
に
効
果
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
。
今
一
つ
は
、
接
続

助
詞
の
「
が
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
十
二
例
が
数
え
ら
れ
る
が
、

特
に
、○

明
子
は
夙
に
仏
間
西
語
と
舞
踏
と
の
教
育
を
受
け
て
ゐ
た
。
が
、
正
式

の
舞
踏
会
に
臨
む
の
は
、
今
夜
が
ま
だ
生
ま
れ
て
始
め
て
だ
っ
た
。

○
彼
女
は
馬
車
が
鹿
鳴
館
の
前
に
止
る
ま
で
、
何
度
い
ら
立
た
し
い
眼
を

挙
げ
て
、
窓
の
外
に
流
れ
て
行
く
東
京
の
町
の
乏
し
い
燈
火
を
、
見
つ
め

た
事
だ
か
知
れ
な
か
っ
た
。
が
、
鹿
鳴
館
の
中
へ
は
ひ
る
と
、
間
も
な
く

彼
女
は
そ
の
不
安
を
忘
れ
る
や
う
な
事
件
に
遭
遇
し
た
。

○
彼
女
は
差
恥
と
得
意
と
を
交
る
交
る
味
っ
た
。
が
、
そ
の
暇
に
も
権
高

な
伯
爵
夫
人
の
顔
だ
ち
に
、
一
点
下
品
な
気
が
あ
る
の
を
感
づ
く
だ
け
の

余
裕
が
あ
っ
た
。

○
そ
れ
は
勿
論
彼
女
に
と
っ
て
、
不
快
な
事
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
。
が
↑

或
刹
那
に
は
女
ら
し
い
疑
ひ
も
閃
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
。

○
青
年
は
愉
快
な
興
奮
を
感
じ
た
。
が
、
Ｈ
老
婦
人
は
不
思
議
さ
う
に
青

年
の
顔
を
見
な
が
ら
何
度
も
か
う
咳
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」

I

？

な
ど
は
、
前
後
の
文
章
が
反
対
の
意
味
に
な
り
、
違
っ
た
事
柄
に
移
る
用
い

方
と
し
て
、
微
妙
な
心
理
の
綾
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
文
中
引
用
し
た
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
「
観
菊
御
宴
」
は
、
村
上
菊
一
郎
、
吉
氷
清
訳

「
秋
の
日
本
」
〔
『
世
界
教
養
全
集
』
７
平
凡
社
昭
調
・
皿
所
収
〕
に
よ
っ
た
。
）

注
１
，
前
掲
・
・
『
蒲
噸
明
治
編
年
史
』

注
２
前
掲
・
三
好
行
雄
「
『
舞
踏
会
』
に
つ
い
て
」

注
３
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
安
田
保
雄
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と
平
和
」
第
六

編
の
一
八
一
○
年
元
旦
の
夜
、
皇
帝
臨
御
の
下
に
行
な
わ
れ
た
舞
踏
会
に
赴
く

ナ
・
タ
ー
シ
ャ
を
念
頭
に
置
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
（
「
芥
川
龍
之

介
『
舞
踏
会
』
ｌ
構
成
に
つ
い
て
‐
ｌ
」
国
文
学
昭
虹
・
５
）

注
４
吉
田
燈
『
漂
謹
ｕ
芥
川
龍
之
介
』
（
角
川
書
店
昭
竿
６
）
亘
二

十
二
’
百
三
十
三
頁
、
三
好
行
雄
「
『
舞
踏
会
』
に
つ
い
て
」
。

注
５
相
手
の
海
軍
将
校
が
有
名
な
ロ
テ
ィ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
も
、
Ｈ
夫
人
が

平
然
と
し
て
い
る
の
は
、
年
若
く
し
て
い
ち
早
く
西
欧
文
明
の
洗
礼
を
受
け
た

深
窓
の
麗
人
も
、
西
欧
文
学
と
は
無
縁
の
ま
ま
に
年
齢
を
重
ね
た
と
い
う
皮
肉

で
あ
る
と
共
に
、
彼
女
の
索
漠
と
し
て
平
凡
な
そ
れ
以
後
の
生
活
を
暗
示
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
人
生
の
あ
る
瞬
間
に
打
上
げ
ら
れ
た
花
火
の
一
閃
に
も
似
た
舞

踏
会
を
、
読
者
は
一
層
美
し
く
、
叙
情
的
に
感
ぜ
し
め
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る

（
吉
田
精
一
『
錘
蔀
識
吟
皿
芥
川
龍
之
介
』
亘
一
千
五
頁
、
「
小
説
の
鑑
賞
」

角
川
圭
昌
店
『
輻
癖
現
代
国
語
一
改
定
版
』
所
収
）
。
ロ
テ
ィ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
受
け
と
め
た
青
年
の
興
奮
と
、
追
憶
の
中
に
生
き
る
明
子
の
感
動
と
は
全

‐
く
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
子
と
海
軍

将
校
の
共
有
し
た
鹿
鳴
館
の
一
夜
の
感
動
の
純
粋
性
を
よ
り
強
め
、
明
子
の
無

償
の
感
動
の
前
で
、
青
年
の
知
的
な
興
奮
が
如
何
に
見
す
ぽ
ら
し
い
か
を
示
し
、

明
子
の
不
思
議
そ
う
な
咳
き
は
、
い
わ
ば
〈
知
惹
の
む
な
し
さ
〉
を
痛
切
に
語

り
明
か
し
て
い
る
（
三
好
行
雄
「
『
舞
踏
会
』
に
つ
い
て
」
。
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